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デジタル化を推進する人材育成計画の作成

六ヶ所エンジニアリング株式会社
所在地：青森県六ケ所村尾駮上尾駮２２－２５８
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（業務課題の把握、解決方法の明確化、
実行計画の作成）

【会社概要】

【取組時の状況】

【課題】

◆情報リテラシー等により社員をレベル分けするための基準が分
からない。

◆レベル分け後、どの層に、どんな育成を、どんな順番で行えば
よいのかわからない。

◆研修だけでなく、現場への導入につなげたい。

◆今後も継続してＤＸを進めるための参考となる社外の事例・知
見が欲しい。

◆DXを推進するための組織を立ち上げるため、DX人材育成計画の
策定を検討していた。

◆計画の策定にあたり、社員の情報リテラシーにばらつきがあり、
どの社員にどういう人材育成を行えばよいのかわからず、計画
の策定が進んでいなかった。

◆社外において参考となる育成モデルが見つからず、研修の選定
に苦慮していた。

【専門家の支援内容】
◆育成する人材の優先度や研修コンテンツの体系化を図るため、
自社独自のDX人材定義の作成を支援した。

◆DX人材定義のうち、同社が求めている人材を育成するために必
要な研修コンテンツの候補を選定した。

◆継続的にDX人材の育成が行われるよう、人材育成のKPIなどを定
めたDX人材育成推進ガイドラインの作成を支援した。
（指導専門家：株式会社DeNA 一戸 寿哉 氏）

【今後の展望】
作成した計画を活用して、社内の人材育成に取り組んでいく。

【成果】

令和4年度実施

◆自社独自のDX人材を定義できた。

◆自社が必要とする人材を育成するための研修コンテンツを整備
できた。

◆ DX人材育成推進ガイドラインを作成することができた。

◆自社のDX推進体制の構築を加速化することができた。

（参考）DX人材定義の表

情報リテラシーごとに
レベルを分け、どの層が
不足しているのか、どの
層に対する育成を充実
させるかを判断する。

＜作成したDX人材定義表＞


